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５．せんなりこども園保護者への「魅力ある学校づくり構想」の検討状況説明会・質疑応答（概要） 

 

〇日 時：平成 28 年（2016 年）11 月 21 日（月）11 時 15 分～ 

〇場 所：せんなりこども園 

質問・意見等 豊中市からの回答 

（仮称）南部コラボセンターで生活・学習支援を行うとのこと

だが、発達障害など、支援学級在籍の子どもたちも、みてく

れるような施設が整備されるのか。 

まだ（仮称）南部コラボセンターの具体的な検討が進んで

いないこと、また本日、担当部局の職員が来ていないこと

から明確にはお答えできませんが、現在、庄内公民館で実

施している小学生を対象とした「夏休み学習サポート」や、

中学生を対象とした「日曜学習」などを（仮称）南部コラ

ボセンターでも実施していきたいと考えておられると思

います。なお、ご質問いただいた障害等のある子どもたち

について、地域で活動されている方との協働事業として取

り組まれる可能性はあるかもしれません。 

制服はどうなるのか、教えてほしい。 本市の場合、小学校は全て私服、中学校は学校によって標

準服、一部標準服、私服と異なります。庄内地域の新しい

学校につきましては、計画策定後、保護者、地域住民、教

職員などで構成する開校準備組織を設置し、その場で検討

することを想定しています。現時点では何も決まっており

ません。 

学力向上についてお聞きしたい。南校は、庄内南小学校、庄

内西小学校、千成小学校を１つに統合しようとしているが、

３つの小学校の学力には差がある。宿題の内容や量も全然

違うと聞いており、そのような学校を一つにしてもまとまら

ないのではないか。 

スケジュール（案）にお示ししましたように、３つの学校

が一緒になるまでに時間がありますので、３校の教職員が

集まって指導方法や学力保障等を組み立てていきたいと

考えています。 

小中一貫校のメリットとして、教職員の加配など人的支援

を集中できることが挙げられます。また、専門性の高い教

科を中心とした小学校高学年からの一部教科担任制の導

入により授業への興味・関心が高まるものと考えていま

す。 

小学校３校が統合されると教職員の数は減ってしまうのでは

ないか。今でも支援担の先生が一人の子どもにかかりっきり

だが、さらに教職員が減れば目が行き届かないのではない

か。 

法令により、学級数に応じて教職員数が決定されますの

で、学校統廃合を行えば、学級数が減少し、単純に今の３

校の教職員数の合計と比べて少なくなるものと予想され

ます。しかし、小学校の教職員だけでなく、中学校の教職

員が協力して子どもたちに関わることや、スクールカウン

セラー、スクールソーシャルワーカーなどを手厚く派遣す

ることで、今よりも子どもたちを見守ることができるもの

と考えております。さらに、教職員だけでなく、豊中型「地

域とともにある学校」として、保護者、地域の皆さんに関

わっていただくことで、さらに子どもを見守る目が増える

ものと考えております。 
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今後のスケジュールとして、千成小学校から庄内南小学校、

第七中学校、そして千成小学校と通う場所がコロコロ変わる

ことになる。そういう子どもへの配慮など、どのように考えて

いるのか。 

教育委員会といたしましては、仮開校の２年間についても

小中一貫校（施設分離型）のメリットを享受していただけ

るような学校をつくる必要があると考えております。 

敷地が広ければ、運動場の一部にプレハブ校舎を建て、移

動せずに工事を行う方法も考えられますが、今回は北校、

南校とも敷地が狭く、庄内小学校、千成小学校、第六中学

校の子どもたちについては、工事期間中は移動してもらわ

なければならないと考えています。一方、島田小学校、庄

内西小学校については、北校、南校の新校舎竣工まで継続

することも考えられます。 

せんなりこども園が廃園される場合、何年までに決定し、い

つから募集停止になるのか、教えてほしい。 

今現在、具体的な時期は申しあげられません。「公立こど

も園の適正配置に向けた基本方針」に基づき、平成 29 年

度（2017 年度）に全体でどれくらいの数にするのか、方向

性を決めることとしております。せんなりこども園の存廃

については、将来の人口動態、地域性、学校再編等との整

合性等を総合的に勘案して検討することになります。いず

れにいたしましても、保護者の皆さんにご迷惑がかからな

いよう、事前に周知しなければならないと考えています。 

この近辺の私立幼稚園はすごく混み合っていて、入園手続き

の日には朝早くから並ばなければならない。 

先ほどもお答えしましたとおり、いろいろな要素を勘案し

ながら検討する必要がありますので、南部地域のこども園

や幼稚園が少ない、募集人数が少ないのであれば、せんな

りこども園を残さなければならない、ということになるか

もしれません。 

せんなりこども園が廃園になったとして、３年保育を希望す

るのであれば、プレ保育にもいかなければならないので、か

なり早い段階で教えてもらわないと困る。プレ保育のことも

考えると、廃園の５年前ぐらいには教えてもらわなければ困

る。 

平成 34 年度（2022 年度）に南校の建設工事に着手すると

仮定した場合、平成 29 年度（2017 年度）中にはせんなり

こども園の廃園を決定し、周知しなければならないことに

なりますが、こども未来部が想定しているスケジュールで

は難しいと思います。 

本日のところは、せんなりこども園の廃園が決まったから

といって安易にスケジュールを前倒しできるわけではな

い、廃園が決まった時点で早急に周知し、ある程度の期間

を設けるべき、というご意見として承り、持ち帰らせてい

ただきます。 

（仮称）南部コラボセンターができても、地域の高齢者などが

どうやって利用するのか、問題になると思う。スクールバスで

はなく、地域の巡回バスをお願いしたい。コース設定など難

しいことも理解するが、検討してほしい。 

いただいたご意見を持ち帰り、関係部局に伝えます。 

 

 


